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令和６年第３回定例会令和６年第３回定例会
令和 6 年 9 月 18 日令和 6 年 9 月 18 日～～ 20 日20 日

議案の賛否一覧表

上程議案 結果

副
１
番

２
番

３
番

４
番

５
番

６
番

７
番

８
番

十
河

鷹
嘴

小
野

古
橋

渋
谷

曽
慶

大
西

酒
井

（賛成：〇　反対：×　欠席：欠　除斥：除）
□：議事進行により議決に加わらない「-」

議 案 第 １ 号 令和６年度南富良野町一般会計補正予算 可決 (9/18) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議 案 第 ２ 号
令和６年度南富良野町国民健康保険事業特別会計補正
予算

可決 (9/18) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議 案 第 ３ 号
令和６年度南富良野町後期高齢者医療事業特別会計補
正予算

可決 (9/18) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議 案 第 ４ 号 令和６年度南富良野町介護保険特別会計補正予算 可決 (9/18) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議 案 第 ５ 号 令和６年度南富良野町立診療所事業特別会計補正予算 可決 (9/18) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議 案 第 ６ 号 令和６年度南富良野町簡易水道事業会計補正予算 可決 (9/18) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議 案 第 ７ 号 令和６年度南富良野町公共下水道事業会計補正予算 可決 (9/18) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議 案 第 ８ 号
南富良野町行政手続における特定の個人を識別するた
めの番号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利
用に関する条例の一部を改正する条例の制定について

可決 (9/20) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議 案 第 ９ 号
南富良野町重度心身障害者及びひとり親家庭等の医療
費の助成に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

可決 (9/20) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第 10 号
南富良野町国民健康保険条例の一部を改正する条例の
制定について

可決 (9/20) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第 11 号 北海道後期高齢者医療広域連合規約の改正について 可決 (9/20) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第 12 号 財産の取得について ( 除水熱風乾燥機 ) 可決 (9/20) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第 13 号 財産の取得について ( スクールバス ) 可決 (9/20) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

議案第 14 号 教育委員会委員の任命について 同意 (9/20) 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ―

認 定 第 １ 号
令和５年度南富良野町各会計歳入歳出決算の認定につい
て

付託 (9/20) 総務常任委員会付託

議：議長・副：副議長

　
令
和
６
年
第
３
回
町
議
会

　
令
和
６
年
第
３
回
町
議
会

定
例
会
は
、
９
月

定
例
会
は
、
９
月
1818
日
に
招

日
に
招

集
さ
れ
、
会
期
を

集
さ
れ
、
会
期
を
1818
日
か
ら

日
か
ら

2020
日
ま
で
の
３
日
間
と
決
め

日
ま
で
の
３
日
間
と
決
め

た
後
、
教
育
行
政
評
価
報
告
、

た
後
、
教
育
行
政
評
価
報
告
、

行
政
報
告
、
教
育
行
政
報
告
、

行
政
報
告
、
教
育
行
政
報
告
、

議
会
運
営
委
員
会
報
告
、
総

議
会
運
営
委
員
会
報
告
、
総

務
常
任
委
員
会
報
告
、
議
員

務
常
任
委
員
会
報
告
、
議
員

派
遣
報
告
が
あ
り
、
３
議
員

派
遣
報
告
が
あ
り
、
３
議
員

に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ

に
よ
る
一
般
質
問
が
行
わ
れ

た
後
、
令
和
５
年
度
南
富
良

た
後
、
令
和
５
年
度
南
富
良

野
町
健
全
化
判
断
比
率
及
び

野
町
健
全
化
判
断
比
率
及
び

南
富
良
野
町
資
金
不
足
比
率

南
富
良
野
町
資
金
不
足
比
率

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
引

の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
議
案
７
件
に
つ
い

き
続
き
、
議
案
７
件
に
つ
い

て
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と

て
審
議
の
結
果
、
原
案
の
と

お
り
可
決
し
、
１
日
目
を
終

お
り
可
決
し
、
１
日
目
を
終

了
し
ま
し
た
。

了
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
の
９
月

　
最
終
日
の
９
月
2020
日
は
、

日
は
、

議
案
７
件
に
つ
い
て
審
議
の

議
案
７
件
に
つ
い
て
審
議
の

結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・

結
果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
・

同
意
し
、
認
定
１
件
に
つ
い

同
意
し
、
認
定
１
件
に
つ
い

て
は
総
務
常
任
委
員
会
に
付

て
は
総
務
常
任
委
員
会
に
付

託
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

託
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

議
員
提
出
に
よ
る
意
見
書
案

議
員
提
出
に
よ
る
意
見
書
案

１
件
に
つ
い
て
も
審
議
の
結

１
件
に
つ
い
て
も
審
議
の
結

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、

果
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、

全
て
の
日
程
を
終
え
、
定
例

全
て
の
日
程
を
終
え
、
定
例

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

議
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・
総
合
行
政
シ
ス
テ
ム
標
準
化
業

　
務
委
託
料

　 

６
７
５
万
円

・
小
型
パ
ソ
コ
ン
等
購
入
費

　
１
７
０
７
万
円

・
高
齢
者
等
の
冬
の
生
活
支
援
事

   

業
支
援
費

　
２
６
６
万
円

・
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
料

　
金
助
成
金

　
２
７
５
万
円

・
児
童
手
当

　
２
９
０
万
円

・
町
鳥
獣
対
策
協
議
会
負
担
金

　
５
０
５
万
円

・
大
雨
に
よ
る
町
道
補
修
費

　
７
０
０
万
円

○
南
富
良
野
町
行
政
手
続
に
お
け

　
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
　
　

　
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

　
法
律
に
基
づ
く
個
人
番
号
の
利

　
用
に
関
す
る
条
例

  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
独
自
利
用
事

務
の
規
定
を
追
加
す
る
も
の
で

す
。

○
南
富
良
野
町
重
度
心
身
障
害
者

　
及
び
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医
療

　
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

  

健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
廃
止

に
伴
う
関
係
条
例
を
整
理
す
る
も

の
で
す
。

○
南
富
良
野
町
国
民
健
康
保
険
条

　
例

　
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
廃
止

に
伴
う
罰
則
規
定
を
改
正
す
る
も

で
す
。

○
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

　
連
合
規
約
の
改
正
に
つ
い
て

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
被
保

険
者
証
の
一
体
化
に
伴
う
改
正
で

す
。

　
町
長
が
任
命
す
る
に
あ
た
り
、

議
会
の
同
意
を
求
め
る
議
案
が
提

出
さ
れ
、
無
記
名
投
票
の
結
果
、

全
員
の
賛
成
に
よ
り
同
意
す
る
こ

と
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
・
柴
田
　
昭
江 

氏
（
３
期
目
）

　
・
任
期

：

令
和
６
年
11
月
16
日

　
　
か
ら
令
和
10
年
11
月
15
日

　
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定
に

よ
り
次
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
国
土
強
靱
化
に
質
す
る
社
会
資

本
整
備
等
に
関
す
る
意
見
書
」

　
北
海
道
は
豊
か
な
自
然
と
新
鮮

な
食
材
に
恵
ま
れ
、
我
が
国
の
食

料
供
給
地
域
と
し
て
重
要
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
し
か
し
、
道

路
環
境
に
は
多
く
の
課
題
が
あ

り
、
高
規
格
道
路
の
整
備
不
足
や

自
然
災
害
に
よ
る
交
通
障
害
、
老

朽
化
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
、
地
域

の
「
食
」
や
「
観
光
」
の
潜
在
力

を
引
き
出
す
た
め
に
は
、
平
常
時
・

災
害
時
を
問
わ
な
い
安
定
し
た
物

流
と
観
光
を
支
え
る
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、

冬
季
の
除
排
雪
体
制
の
強
化
も
必

要
と
す
る
。
国
に
は
、
道
路
網
の

整
備
や
国
土
強
靱
化
の
た
め
の
特

段
の
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
強
く

要
望
す
る
。

　
総
務
常
任
委
員
会
で
は
、
令
和

６
年
第
２
回
定
例
会
以
降
、
町
内

施
設
導
入
の
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ

ラ
ー
の
現
状
に
つ
い
て
、
閉
会
中

の
継
続
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
次
の
４
件
に
つ
い
て
閉

会
中
の
継
続
調
査
を
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

・
防
災
行
政
無
線
整
備
に
向
け
た

　
検
討
状
況
に
つ
い
て

・
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

・
Ｊ
Ｒ
施
設
の
撤
去
等
に
つ
い
て

・
移
住
・
定
住
対
策
に
つ
い
て

一 

般 

会 

計 

補 

正 

予 

算

の 

主 

な 

も 

の

そ  

の  

他

※議決された意見書は、議長名でそれぞれの関係機関に提出しています。

閉 

会 

中 

の 

継 

続 

調 

査

令和６年度各会計補正予算 補 正 額 補 正 後

一 般 会 計 5,962 万円 52 億 4,004 万円

国民健康保険事業特別会計 31 万円 2 億 9,689 万円

後期高齢者医療事業特別会計 64 万円 4,864 万円

介 護 保 険 特 別 会 計 944 万円　 3 億 1,818 万円

町立診療所事業特別会計 12 万円 9,728 万円

簡 易 水 道 事 業 会 計 　40 万円 3 億 3,108 万円

公 共 下 水 道 事 業 会 計 　67 万円 2 億 5,032 万円

合 計 7,120 万円 65 億 8,243 万円

条
例
の
一
部
改
正

人  

事  

案  

件

意 

見 

書 

に 

つ 

い 

て

　■財産の取得（２件）

取得しようとする動産 除水熱風乾燥機　１台

取 得 金 額 11,048,125 円　（うち消費税及び地方消費税の額　1,004,375 円）

取 得 先 北包連 株式会社　代表取締役　菅野　修二

取得しようとする動産 スクールバス（27 人乗）　１台

取 得 金 額 9,152,000 円　（うち消費税及び地方消費税の額　832,000 円）

取 得 先 株式会社 南富自動車サービスエリア　代表取締役　中村　優子
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大
西
大
西  

帯
状
疱
疹
の
予
防
に
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
有
効
で
あ
る

が
、
１
回
接
種
の
生
ワ
ク
チ
ン
は

８
８
０
０
円
、
２
回
接
種
の
不
活

化
ワ
ク
チ
ン
は
４
万
４
０
０
０

円
と
さ
れ
て
い
る
。
効
果
と
持

続
性
の
高
い
不
活
化
ワ
ク
チ
ン

は
、
年
金
生
活
の
高
齢
者
に
と
っ

て
大
き
な
負
担
と
な
り
、
簡
単

に
は
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な

い
状
況
で
あ
る
。
個
人
負
担
を

軽
減
し
、
接
種
率
を
向
上
さ
せ

て
医
療
費
を
抑
え
る
た
め
に
も
、

公
費
に
よ
る
助
成
が
必
要
と
考

え
る
が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。
　

町
長
　
現
在
、
任
意
接
種
の
不

活
化
ワ
ク
チ
ン
の
料
金
が
高
額

で
あ
り
、
生
活
物
価
の
高
騰
や

発
症
率
の
増
加
を
踏
ま
え
る
と
、

公
費
助
成
が
必
要
と
考
え
る
。
国

で
は
こ
の
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接

種
化
に
向
け
た
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
対
象

年
齢
や
実
施
時
期
は
未
定
で
あ

る
た
め
、
国
の
定
期
接
種
の
具

体
化
を
見
な
が
ら
、
本
町
で
も

必
要
な
助
成
制
度
を
速
や
か
に

検
討
し
、
可
能
で
あ
れ
ば
令
和

７
年
度
か
ら
の
実
施
を
目
指
し

て
い
き
た
い
。

大
西
大
西  

自
治
体
が
独
自
に
助
成
を

行
う
こ
と
で
、
国
の
定
期
接
種
を

後
押
し
で
き
る
と
考
え
る
。
是

非
、
そ
の
方
向
で
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

大
西
大
西   

幾
寅
工
業
団
地
線
は
、
Ｊ

Ａ
ふ
ら
の
シ
レ
ラ
工
場
と
道
の

駅
の
間
の
道
路
で
あ
り
、
現
在
、

中
央
が
盛
り
上
が
り
両
端
が
下

が
る
「
馬
の
背
」
状
態
と
な
っ
て

お
り
、
亀
裂
や
破
損
が
発
生
し
て

い
る
。
シ
レ
ラ
工
場
の
大
型
車
両

や
職
員
の
通
勤
、
道
の
駅
に
新

設
さ
れ
た
「
な
ん
ぷ
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
パ
ー
ク
」
を
訪
れ
る
家

族
連
れ
や
キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー

の
利
用
も
増
加
し
て
い
る
た
め
、

大
型
車
両
や
観
光
客
に
配
慮
し

た
道
路
改
良
が
必
要
と
考
え
る

が
、
町
長
の
考
え
を
伺
う
。
　

町
長
　
幾
寅
市
街
地
内
の
町
道

は
整
備
か
ら
長
年
が
経
過
し
、
路

面
の
損
傷
や
縁
石
の
破
損
が
発

生
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
は

毎
年
予
算
の
範
囲
内
で
部
分
補

修
を
行
い
、
安
全
確
保
に
努
め

て
い
る
。
令
和
４
年
度
に
は
路

面
性
状
調
査
を
実
施
し
、
そ
の

結
果
を
基
に
補
修
を
進
め
て
お

り
、
町
道
幾
寅
工
業
団
地
線
は

改
良
が
必
要
な
路
線
と
判
断
し
、

早
急
な
整
備
を
計
画
し
て
い
る
。

令
和
７
年
度
に
実
施
設
計
を
行

い
、
令
和
８
年
度
に
改
良
工
事

を
実
施
す
る
予
定
で
、
北
海
道

へ
の
補
助
金
等
の
要
望
も
完
了

し
て
お
り
、
計
画
通
り
に
進
め

る
見
込
み
で
あ
る
。

大
西
大
西  

整
備
に
あ
た
っ
て
の
要
望

と
し
て
、
町
道
に
は
歩
道
が
整
備

さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
歩
道
の

設
置
を
希
望
す
る
。
ま
た
、
大

型
車
両
の
通
行
に
耐
え
ら
れ
る

よ
う
、
路
盤
を
厚
く
す
る
工
夫

も
検
討
し
て
ほ
し
い
。

一般質問　３名の議員が町政に質問！
質問議員 担当課 質問事項 頁

大西　知幸 議員
【保健福祉課】 予防接種の公費助成について ４

【 建 設 課 】 町道幾寅工業団地線の道路改良について ４

曽慶　一介 議員 【保健福祉課】
介護老人福祉施設（ふくしあ・一味園）のあり方と行
政の関りについて

５・６

鷹嘴　充子 議員
【 産 業 課 】 幾寅・北落合地区に設置されている車両洗車帯について ６・７

【 総 務 課 】 町職員に対するメンタルヘルス対策について ７

問　高齢者における帯状疱疹予防接種の

公費助成が必要では

答  令和７年度に向けた帯状疱疹ワクチン

　   助成制度を検討する

一

般

質

問
（

要

旨

）

 

大お
お
に
し西 

知と
も
ゆ
き幸

議

員

問　大型車両と観光客に配慮し

た道路改良が必要では

答  利用状況に配慮し、計画に

沿って改良工事を進めていく

現在の町道幾寅工業団地線 現在の町道幾寅工業団地線 
（JA ふらのシレラ工場前）（JA ふらのシレラ工場前）
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曽
慶
曽
慶  

南
富
良
野
大
乗
会
の
令
和

６
年
度
事
業
計
画
で
は
、
高
齢
者

事
業
の
改
革
推
進
を
目
的
に
「
高

齢
者
事
業
改
革
推
進
協
議
会
」
を

設
置
し
、
法
人
と
町
が
協
議
を

進
め
、「
ふ
く
し
あ
」
と
「
一
味
園
」

の
統
合
を
進
め
る
こ
と
が
記
載

さ
れ
て
い
る
。
現
在
、「
ふ
く
し

あ
」
で
は
入
所
者
の
転
所
が
順
次

進
め
ら
れ
て
い
る
。
以
下
の
４

点
に
つ
い
て
町
長
に
伺
い
た
い
。

１.
　
改
革
推
進
協
議
会
の
内
容

に
つ
い
て
、
町
長
は
ど
の
程
度

報
告
を
受
け
て
い
る
か
。

２.

　「
ふ
く
し
あ
」
と
「
一
味
園
」

の
統
合
計
画
は
、
町
と
し
て
適

切
な
判
断
だ
っ
た
か
。

３.

　「
ふ
く
し
あ
」
の
建
設
事
業

に
多
額
の
税
金
が
投
入
さ
れ
た

が
、
事
業
と
し
て
の
投
資
効
果

は
検
証
さ
れ
た
か
。

４.

　「
一
味
園
」
の
老
朽
化
に
伴

う
改
築
計
画
に
お
い
て
、
町
と

大
乗
会
の
協
議
に
よ
り
、
実
施

計
画
や
国
庫
補
助
金
申
請
を
進

め
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
町
と

し
て
具
体
的
に
ど
の
よ
う
に
対

応
す
る
の
か
。

町
長
　
ふ
く
し
あ
の
休
止
に
つ

い
て
の
背
景
に
は
、
人
口
減
少
・

過
疎
化
・
高
齢
化
の
影
響
が
あ

り
、
福
祉
分
野
に
も
そ
の
影
響

が
及
ん
で
い
る
と
考
え
る
。
日

本
全
体
で
高
齢
者
福
祉
の
あ
り

方
が
問
わ
れ
て
い
る
中
、
本
町

の
課
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
国

全
体
の
問
題
で
も
あ
る
。
こ
の

課
題
に
対
し
、
町
政
の
持
続
可

能
な
実
現
に
向
け
、
議
会
や
地

域
住
民
の
皆
様
に
理
解
を
得
ら

れ
る
よ
う
努
め
る
こ
と
を
冒
頭

申
し
上
げ
た
い
。

　
１
点
目
の
改
革
推
進
協
議
会

に
つ
い
て
は
、
南
富
良
野
大
乗
会

の
福
祉
事
業
を
安
定
的
に
運
営

す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
、
情
報
共

有
と
課
題
解
決
に
向
け
た
議
論

を
行
う
場
と
し
て
機
能
し
て
お

り
、
町
も
事
業
持
続
に
必
要
と

判
断
し
設
置
に
同
意
す
る
と
と

も
に
、
協
議
会
の
議
論
内
容
に

つ
い
て
も
報
告
を
受
け
て
い
る
。

４
月
18
日
に
は
、
大
乗
会
の
理

事
と
の
面
談
で
ふ
く
し
あ
休
止

と
一
味
園
の
統
合
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
、
全
員
協
議
会
で
も

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
２
点
目
の
ふ
く
し
あ
と
一
味

園
の
統
合
計
画
は
、
事
業
運
営

者
の
南
富
良
野
大
乗
会
が
決
定

し
た
も
の
で
あ
り
、
町
が
判
断

す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
事

を
ご
理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

大
乗
会
は
、
介
護
施
設
運
営
の

厳
し
さ
や
介
護
士
の
確
保
、
住

む
町
の
生
活
環
境
が
難
し
い
現

状
を
踏
ま
え
、
２
ヵ
所
の
施
設

運
営
を
継
続
す
る
こ
と
が
困
難

で
あ
る
と
判
断
し
て
お
り
、
法

人
と
し
て
１
ヵ
所
で
の
運
営
継

続
に
全
力
を
尽
く
す
と
い
う
大

乗
会
の
決
意
を
確
認
し
て
お
り
、

町
と
し
て
も
継
続
し
て
２
ヵ
所

の
施
設
運
営
は
難
し
い
と
受
け

止
め
て
い
る
。

　
３
点
目
の
ふ
く
し
あ
建
設
の

事
業
効
果
に
つ
い
て
は
、
当
時

は
老
人
福
祉
分
野
で
の
地
勢
的

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
の
克
服
と

地
域
活
性
化
を
目
的
と
し
て
お

り
、
開
設
後
７
年
間
は
利
用
者
も

多
く
、
収
支
も
安
定
し
て
い
た
。

し
か
し
、
保
険
制
度
の
改
正
や

介
護
士
不
足
な
ど
で
現
在
は
運

営
が
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
町

政
運
営
に
お
い
て
、
環
境
の
変

化
に
応
じ
て
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア

ン
ド
・
ビ
ル
ド
も
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
当
時
の
時
代
背

景
に
求
め
ら
れ
た
事
業
と
し
て
、

一
定
の
効
果
と
役
割
を
果
た
し

た
と
思
っ
て
い
る
。

　
４
点
目
の
一
味
園
の
改
築
計

画
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、

築
後
45
年
が
経
過
し
、
耐
震
性
が

確
保
さ
れ
て
い
な
い
と
の
診
断

結
果
が
出
て
お
り
、
平
成
22
年

の
経
営
移
譲
の
際
に
解
体
費
を

含
む
新
施
設
建
設
費
用
の
助
成

に
つ
い
て
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

今
後
は
こ
の
協
定
に
基
づ
き
対

処
す
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ふ

く
し
あ
の
休
止
に
伴
う
地
域
や

関
係
機
関
へ
の
影
響
に
つ
い
て

も
丁
寧
に
対
応
し
、
持
続
可
能

な
町
政
の
実
現
に
向
け
て
議
会
、

地
域
住
民
の
皆
様
に
ご
理
解
い

た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り

た
い
。

曽
慶
曽
慶  

町
長
は
大
乗
会
の
顧
問
で

あ
り
、
定
款
に
基
づ
き
理
事
会

に
助
言
を
行
う
立
場
に
あ
る
が
、

実
際
に
理
事
長
か
ら
諮
問
を
受

け
た
こ
と
が
あ
る
の
か
。
ま
た
、

改
革
推
進
協
議
会
の
設
置
時
期

お
よ
び
メ
ン
バ
ー
構
成
に
つ
い

て
も
確
認
し
た
い
。

町
長
　
定
款
で
は
理
事
会
の
諮

問
に
応
じ
て
助
言
を
行
う
と
定

め
ら
れ
て
い
る
が
、
私
の
ス
タ
ン

ス
と
し
て
、
大
乗
会
の
意
思
決
定

は
大
乗
会
自
身
が
行
う
べ
き
で

あ
り
、
町
が
積
極
的
に
関
与
す

べ
き
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

実
際
に
、
大
乗
会
の
理
事
長
か
ら

状
況
説
明
を
受
け
、
助
言
が
求

め
ら
れ
た
際
に
は
助
言
を
行
っ

た
。
ま
た
、
協
議
会
の
メ
ン
バ
ー

に
は
大
乗
会
の
理
事
や
幹
事
、
町

の
保
健
福
祉
課
職
員
が
含
ま
れ
、

令
和
５
年
３
月
22
日
に
第
１
回

推
進
協
議
会
が
開
催
さ
れ
た
。

曽
慶
曽
慶  

お
金
を
投
資
し
て
事
業
を

行
う
場
合
、
法
人
と
町
と
の
間

に
契
約
書
や
協
定
書
は
存
在
す

る
の
か
。

一

般

質

問
（

要

旨

）

 
曽そ

け

い慶 

一か
ず
す
け介

議

員

問　「ふくしあ」の事業休止にあたって議

論がたりなかったのでは

答  事業運営者の南富良野大乗会の決定で

　   あり、町が判断するものではない
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町
長  

ふ
く
し
あ
の
事
業
は
行
政

主
導
で
始
ま
り
、
私
た
ち
か
ら

の
提
案
で
始
動
し
た
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
大
乗

会
が
主
体
と
な
り
、
道
や
町
か

ら
の
補
助
金
を
受
け
て
事
業
を

実
施
し
て
お
り
、
指
定
管
理
や

委
託
契
約
で
は
な
く
、
大
乗
会

が
主
体
的
に
運
営
し
て
い
る
。

曽
慶
曽
慶  

約
８
億
円
の
税
金
が
町
民

の
資
金
と
し
て
使
わ
れ
た
こ
と

は
政
策
的
投
資
事
業
で
あ
る
と

考
え
る
。
16
年
間
で
休
止
す
る

こ
と
に
な
っ
た
状
況
に
は
社
会

現
象
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
影
響
し
て
い
る
こ
と
は
理
解

で
き
る
が
、
今
後
に
つ
な
げ
る

た
め
に
は
、
し
っ
か
り
と
し
た

投
資
効
果
の
検
証
が
必
要
で
は

な
い
か
。

町
長
　
16
年
前
、
議
会
の
理
解
を

得
て
８
億
円
が
投
入
さ
れ
た
と

理
解
し
て
い
る
。
し
か
し
、
16

年
後
に
事
業
が
休
止
さ
れ
る
こ

と
に
つ
い
て
、
先
の
見
通
し
が

ど
う
だ
っ
た
の
か
は
お
答
え
で

き
な
い
が
、
現
状
を
維
持
す
る

こ
と
が
難
し
い
た
め
、
や
む
を

得
な
い
判
断
だ
と
思
っ
て
い
る
。

介
護
士
の
確
保
が
困
難
な
中
で
、

大
乗
会
の
選
択
は
理
解
で
き
る
。

曽
慶
曽
慶    

ふ
く
し
あ
の
事
業
展
開
が

数
年
前
か
ら
難
し
く
な
っ
て
い

た
と
い
う
話
を
聞
い
て
い
る
。
経

営
が
厳
し
く
な
っ
て
休
止
す
る

際
に
は
、
そ
の
前
に
行
政
や
住

民
、
議
会
と
協
議
を
重
ね
る
べ
き

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
知
ら

ぬ
間
に
事
業
が
休
止
さ
れ
、
新

し
い
建
物
が
建
て
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
と
、
将
来
の
人
口
推
計

を
考
慮
し
た
議
論
が
不
足
し
て

い
る
と
感
じ
る
。
福
祉
の
理
念

に
基
づ
く
事
業
を
進
め
る
た
め

に
は
、
全
体
的
な
議
論
が
必
要

で
は
な
い
か
。

町
長
　
も
っ
と
早
く
か
ら
議
論

を
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う

の
は
、
そ
の
通
り
だ
と
思
っ
て

い
る
。

　
新
し
い
建
物
を
建
設
す
る
際

に
は
、
議
会
と
論
議
を
行
い
進
め

て
い
き
た
い
。
論
議
の
中
で
状

況
が
難
し
く
な
っ
た
場
合
、
大

乗
会
や
町
は
高
齢
者
福
祉
の
あ

り
方
を
見
直
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

選
択
肢
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

曽
慶
曽
慶    

良
い
町
や
福
祉
の
町
を
作

る
た
め
に
は
、
行
政
の
関
与
が

重
要
で
あ
る
。
政
策
に
対
す
る

熱
意
が
不
足
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
る
。

　
町
民
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

を
聞
い
て
お
り
、
行
政
、
議
会
、

住
民
の
間
で
包
括
的
な
議
論
が

必
要
だ
が
、
実
際
に
は
そ
れ
が

行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で

あ
る
こ
と
を
申
し
上
げ
て
お
き

た
い
。

鷹
嘴
鷹
嘴    

幾
寅
地
区
と
北
落
合
地
区

に
設
置
さ
れ
て
い
る
車
両
洗
車

帯
に
つ
い
て
、
関
係
者
か
ら
「
出

入
口
が
狭
く
、
大
型
農
業
機
械

や
運
搬
車
が
入
り
に
く
い
、
ま

た
は
入
れ
な
い
こ
と
が
あ
る
」

と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
農
業
用
機
械
や
運
搬
車

の
大
型
化
が
一
因
と
さ
れ
、
シ

ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
な
ど
の
病
害

虫
の
発
生
防
止
に
は
洗
車
帯
で

の
車
両
洗
浄
が
不
可
欠
で
あ
り
、

事
故
防
止
の
た
め
に
も
、
大
型
車

両
が
容
易
に
利
用
で
き
る
よ
う

洗
車
帯
の
拡
幅
工
事
な
ど
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、

町
長
の
考
え
を
伺
う
。

町
長  

こ
の
洗
車
帯
は
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
蔓

延
防
止
対
策
と
し
て
平
成
17
年

か
ら
運
用
さ
れ
て
い
る
。
最
近
の

ジ
ャ
ガ
イ
モ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ

ウ
対
策
協
議
会
の
総
会
で
は
、
36

戸
約
２
２
０
ha
の
土
壌
検
診
の

結
果
、
新
た
な
発
生
が
な
い
と

報
告
さ
れ
、
対
策
が
有
効
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
。
町
も
車
両

洗
車
帯
の
出
入
口
が
狭
い
問
題

を
認
識
し
て
お
り
、
現
在
改
修

を
検
討
中
で
あ
る
。
新
た
な
洗
車

帯
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
が
、

出
入
口
の
改
修
に
よ
り
利
用
で

き
る
車
両
数
の
増
加
を
図
る
意

向
で
あ
る
。
た
だ
し
、
北
落
合
地

　過去の一般質問はこちらの二次元コード

から確認できますのでぜひご覧ください。

休止する特別養護老人ホーム「ふくしあ」休止する特別養護老人ホーム「ふくしあ」

一

般

質

問
（

要

旨

）

 

鷹
た
か
の
は
し嘴 

充あ

つ

こ子
議
員

問　大型車両対応に洗車帯の拡幅が必要

では

答　車両洗車帯出入口の改修検討及び圃場

　　での洗浄推進を検証
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区
で
は
農
作
物
運
搬
車
両
の
大

型
化
が
進
み
、
大
型
ト
レ
ー
ラ
ー

の
利
用
は
難
し
い
と
見
込
ま
れ

る
こ
と
か
ら
、
圃
場
で
の
車
両

洗
浄
を
対
策
方
針
と
し
て
お
願

い
し
て
お
り
、
今
後
も
現
況
を

把
握
し
な
が
ら
対
処
し
て
い
く
。

鷹
嘴
鷹
嘴    

設
置
し
た
洗
車
帯
を
有
効

に
活
用
で
き
る
よ
う
、
関
係
者

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
対
応
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

鷹
嘴
鷹
嘴    

近
年
、
社
会
生
活
で
ス
ト

レ
ス
を
感
じ
る
人
が
増
え
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
の
不
調
が
広
が
っ

て
い
る
。
国
は
企
業
に
対
し
、
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
義
務
化
な

ど
の
対
策
を
求
め
て
お
り
、
働

く
人
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
は
個

人
だ
け
で
な
く
職
場
全
体
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
役
場
で
も

職
員
の
健
康
と
生
産
性
を
維
持

し
、
町
民
に
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
た
め
に
、
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
が
重
要
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
町
職
員
に
対
し
て
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
講

じ
て
い
る
か
伺
う
。

町
長
　
町
職
員
に
対
す
る
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
の
具
体
的
な
対
策

と
し
て
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
や

職
員
健
診
、
保
健
指
導
を
実
施

し
、
面
談
を
通
じ
て
心
身
の
ケ
ア

に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
特
別

職
や
管
理
職
で
衛
生
委
員
会
を

設
置
し
、
予
防
や
早
期
発
見
に

取
り
組
む
ほ
か
、
全
職
員
を
対

象
に
外
部
講
師
を
招
い
て
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
研
修
会
を
開
催
し

て
い
る
。
さ
ら
に
、
上
川
町
村

会
が
実
施
す
る
医
大
専
門
医
と

の
面
談
や
、
共
済
組
合
か
ら
の
情

報
提
供
も
活
用
し
、
こ
れ
ら
の

取
組
を
通
じ
て
、
職
場
全
体
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
を
充
実

さ
せ
、
有
効
な
支
援
を
提
供
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

今
後
も
引
き
続
き
、
効
果
的
な

対
策
を
進
め
て
い
き
た
い
。

鷹
嘴
鷹
嘴    
職
員
の
健
康
管
理
は
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
質
の
維
持
に
直
結

す
る
た
め
、
職
員
の
心
身
の
健

康
に
十
分
に
配
慮
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

車両通過洗浄帯 ( 幾寅地区 )車両通過洗浄帯 ( 幾寅地区 )

問　町職員のメンタルヘルス対策

に関する具体的な取組は

答　ストレスチェック、職員健診、保      

      健指導、研修会などの実施

日　程 参加研修名 講師・演題名 報告者

８月 21 日 議会広報研修会

講師：一般社団法人自治体広報広聴研究所
　　　代理理事・広報アドバイザー金井　茂樹　氏
演題：「読者に読まれる議会報の企画と編集・議会広
　　　  報クリニック」

古橋 国久議員

10 月４日
富良野沿線市町村
議会議員研修会

講師：接遇＆マナー講師　人財教育コンサルタント　
　　　松本　裕子　氏
演題：「ハラスメント防止研修」

渋谷 浩岐議員

議員研修参加報告

１

２

　
　
８
月
21
日
、
北
海
道
町
村

議
会
議
長
会
主
催
の
議
会
広
報

研
修
会
が
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
、

広
報
委
員
５
名
と
事
務
局
が
参

加
し
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、

講
師
の
金
井
氏
よ
り
、
議
会
広

報
の
基
本
概
念
や
チ
ラ
シ
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
効
果
的
な
情

報
発
信
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
ま
た
、「
見
出
し
」
や
文

字
の
大
き
さ
、
写
真
や
グ
ラ
フ

の
配
置
と
い
っ
た
視
覚
的
な
工

夫
に
つ
い
て
も
、
道
内
の
さ
ま

ざ
ま
な
自
治
体
の
広
報
を
例
に

挙
げ
な
が
ら
、
具
体
的
な
指
導

を
受
け
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
議

会
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
に

は
、
私
た
ち
の
町
が
抱
え
る
将

来
の
問
題
や
地
域
密
着
の
課
題

を
取
り
上
げ
、
住
民
の
声
が
課

題
発
見
や
問
題
解
決
に
つ
な
が

る
こ
と
を
伝
え
る
重
要
性
に
つ

い
て
も
説
明
が
あ
り
、
大
変
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
議

会
広
報
活
動
に
役
立
て
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
10
月
４
日
、
富
良
野
沿
線

市
町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
議

員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
本
町

議
会
か
ら
は
７
名
の
議
員
が
出

席
し
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
定
義
や
種
類
、

そ
し
て
そ
れ
が
人
に
与
え
る
影

響
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
得

１２
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ま
し
た
。
ま
ず
、
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
が
ど
の
よ
う
に
発
生
す
る
の

か
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例

を
通
じ
て
学
び
ま
し
た
。
特
に
、

セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や

パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
事
例

か
ら
、
自
分
の
行
動
や
言
動
に

対
す
る
認
識
が
深
ま
り
、
無
意

識
に
他
人
を
不
快
に
さ
せ
て
い

た
可
能
性
に
気
づ
き
、
今
後
は

配
慮
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が

人
間
関
係
に
与
え
る
影
響
に
つ

い
て
も
学
び
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

が
発
生
す
る
と
被
害
者
だ
け
で

な
く
関
係
者
に
も
悪
影
響
を
与

え
る
こ
と
を
知
り
、
議
員
と
し

て
の
責
任
を
強
く
意
識
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
に
向
け
て
自
分
が
で
き
る

こ
と
を
積
極
的
に
実
践
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ハラスメント防止研修時の様子ハラスメント防止研修時の様子

議 会 の 動 き 令和６年８月～１０月

8 月 18 日 〇地域ふれあい盆踊り大会

  20 日 〇議会広報研修会（札幌市）

    29 日 ○総務常任委員会

   ○全員協議会

  30 日 ○南富良野町ジャガイモシストセン

チュウ対策協議会総会

   〇南富良野町営農推進協議会総会

9 月 6 日 〇「幾寅地区 MIZBE ステーション・か

わまちづくり」起工式

  12 日 ○議会運営委員会

9 月 18 日 〇南富良野町議会第３回定例会  

  〜 20 日 ○議会運営委員会

   ○総務常任委員会

   ○全員協議会

   ○議会広報特別委員会

10 月 4 日 ○富良野沿線市町村議会議員研修会

    （富良野市）

  8 日 ○富良野広域連合議会第２回定例会

    （富良野市）

  17 日 〇上川管内町村議会議長研修会（美深町）

 　  22 日 ○上川管内町村議会議員研修会

    （東神楽町）

      29 日 ○南富良野町福祉スポーツ大会

議会を傍聴してみませんか

次の定例会の開会予定は
12月18日（水）～20日（金）です。
　町議会は、定例会が年４回（３月・６月・９月・１２月）

開かれ、そのほか臨時会が必要ある時に開かれます。議会

の傍聴は町政の運営状況や議員の活動状況を知るよい機会で

す。定例会では議案審議のほかにも、議員が行政に質問をす

る「一般質問」も行われますので、お気軽にお越しください。

皆様の傍聴をお待ちしております。

　会議中継映像をインターネット（ユーチューブ）で動画配

信しています。生中継と録画配信をしており、いつでも視聴

できますので、ぜひご覧ください。

※録画配信されるまでに時間がかかる場合があります。　

表紙の写真【町の風物詩（仲秋）】

　令和 6 年 9 月 23 日に南富良野

中学校体育館にて行われた吹奏楽

部定期演奏会時の写真です。吹奏

楽部の人数は、現在３名 ( ３年生

２名、１年生１名 ) です。毎年、

秋に演奏会を催し、生の音楽を楽

しめる時間を住民の皆さんに提供

してくれています。

「幾寅地区 MIZBE ステーション・「幾寅地区 MIZBE ステーション・
かわまちづくり」起工式の様子かわまちづくり」起工式の様子


